


































Miyasato，Y．and Oshima，Y．（1989）．Non－1inear adaptive contro1for robotic manipu1ators with
  continuous cqntro1inputs，〃宕em砿∫Com肋。Z，49，545－559．
アフィンスケーリング法の大域的収束性
土 谷   隆
m変数m制約式（m＜m）の双対標準形線形計画問題〈D〉
             minimize ofκ，  subject toκ∈夕，
（1）        夕＝1κ∈”1λ㌦一ろ≧o｝，
             λ＝（α、，；．．，0m）∈”Xm， C∈”， ろ∈Rm






Bames（1986），一Vanderbei et a1．（1986），Ad1er et a1．（1989））は射影変換を用いるかわりに変数（ある
いはスラック変数）に対するスケーリングを用いる“簡単な”内点法であり，その反復はダの内点κ｛レ〕
において次のように定義される．







 〈A3〉主非退化仮定    制約領域の多面体8のすべての頂点においてちょうとm本の制約が
              ○である．
 ＜A4〉双対非退化仮定   制約領域の多面体夕の頂点以外のすべての面において目的関数値は
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          「㌣∵〔1〕1帥州（三）
の解として決定される．ただし∬（X，ツ）＝▽2∫（X）十Σ1〃▽2gオ（κ）はラグランジュ関数のヘッセ行列と








          ア（X（広））ツ（広）十▽！（X（広））＝e－f／ア（州ツO＋▽！（κO）｝，
               9（x（左））十z（玄）＝e’f｛8（κo）十zo｝，
